
令和５年（２０２３年）大分県議会１０大ニュース

タブレットの活用やオンライン委員会の本格運用など
議会のデジタル化を推進

3

「夏休み子ども議会見学」を開催 [８月４日]

～小学生16名が議場見学、本会議場で議員と対面質疑～

8

若者と議員とが大分の未来について語り合う
「大分県議会ユースモニター」本格実施

7

「災害・危機管理対策連絡協議会」において
６月３０日からの大雨災害への対応を調査・検討

4

東九州新幹線の整備計画路線格上げ等を政府へ要請
～九州各県議会議長会が提言・要望活動～ [10月31日、11月１日]

5

「県議会議長と市町村議会議長との意見交換会」開催［10月30日］
～地方議会の運営や地域課題について情報共有～

6

「経済活性化対策特別委員会」設置 ［10月４日］

～食と観光、農林水産業のさらなる振興等について議論始まる～

9

新たな観光の柱とすべく

「おんせん県おおいたアドベンチャーツーリズム条例（仮称）案」
まとまる

10

元 俊博第 75代議長、
木付親次第103代副議長が誕生 [５月18日]

2

第20回統一地方選挙で初当選13人含む43人の議員誕生、
新体制での県議会スタート [５月18日]
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令和５年（2023年） 県議会１０大ニュース（補足資料）

１ 第20回統一地方選挙で初当選13人含む43人の議員誕生、新体制での県議会スタート
［5月18日］

・第20回統一地方選挙で初当選13人含む43人の議員が誕生
・統一地方選後初となる県議会臨時会が18日開会、佐藤新知事等執行部と初顔合わせ

２ 元 俊博 第75代議長、木付親次 第103代副議長が誕生［5月18日］
・県議会臨時会の正副議長選において、議長に元吉俊博議長（66）[＝自民・6期]が、
副議長に木付親次氏（67）[＝自民・3期]が選出

３ タブレットの活用やオンライン委員会の本格運用など議会のデジタル化を推進
・本会議及び、常任委員会、予算・決算特別委員会など各種委員会における資料のデジタル化や
タブレットを活用した審議が本格化

・常任委員会におけるオンライン会議も本格的にスタート

４ 「災害・危機管理対策連絡協議会」において6月30日からの大雨災害への対応を調査・検討
・6月30日からの大雨災害の被害状況や執行部の復旧・復興への取組状況等を把握するため
「災害・危機管理対策連絡協議会」（6月19日設置）を8月1日に開催、今後の対応について協議

５ 東九州新幹線の整備計画路線格上げ等を政府へ要請
～九州各県議会議長会が提言・要望活動～ ［10月31日、11月1日］

・九州各県議会議長会（会長 鹿児島県議会議長）として政府等を訪問
・「東九州新幹線の整備計画路線への格上げについて」など提言・要望を実施

６ 「県議会議長と市町村議会議長との意見交換会」開催
～地方議会の運営や地域課題について情報共有～［10月30日］

・県議会と市町村議会との連携を図るため、議長・副議長が一堂に会しての意見交換会を開催
「地域課題に対する議会の取組み」等について情報共有、意見交換を実施

７ 若者と議員とが大分の未来について語り合う「大分県議会ユースモニター」本格実施
・若者の意思を県議会や県政に反映していく取組として「大分県議会ユースモニター」を本格実施
・10名の学生・社会人をモニターとして委嘱。議員とのオンライン交流会(10月、12月)及び
意見交換会(令和6年2月)を実施予定

８ 「夏休み子ども議会見学」を開催
～小学生16名が議場見学、本会議場で議員と対面質疑～ [8月4日]

・小学生5～6年生を対象に夏休み子ども議会見学を開催。小学5～6年生16名とその保護者が参加し、
議会棟内の見学や議員との質疑・意見交換などを実施

９ 「経済活性化対策特別委員会」設置
～食と観光、農林水産業のさらなる振興等について議論始まる～ [10月4日]

・アフターコロナを見据え、今後の経済活動の活性化や産業の基盤強化を目指して設置
・食と観光、農林水産業のさらなる振興と人材の確保・育成について議論を開始

１０ 新たな観光の柱とすべく「おんせん県おおいたアドベンチャーツーリズム条例(仮称)案」
まとまる

・自然・文化の保護や心豊かな人材の育成、地域経済に豊かさをもたらす取組として、
アドベンチャーツーリズムの推進を目指す条例案を新規に検討

・12月15日に県民意見の募集を開始予定


